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今月の

1025932文化芸術センター・庭園からのお便り  vol.4 
2020.4
OPEN

　2020年春にオープンする文化芸術センター・庭園では、定期的にワー
クショップを開催する予定です。オープンに先立ち、今月はさまざまな場所
でイベントを開催します。また、「生きた建築ミュージアムフェスティバル大阪
2019」とコラボし、10月26日㈯・27日㈰10時〜17時に東畑建築事務所

（大阪市中央区）でセンターの PR ブースを設けます。ぜひご参加ください。

 カリブ海の調べを体感してみよう！ 「スティールパンで音あそび」
　スティールパンは、元々はドラム缶。楽器になったらポロ〜ンポロ〜ンと優
しい音色を奏でます。楽器屋さんにも無く、きっと周りでも叩いた人が少な
い楽器を、ワークショップで体感してみませんか？
 日　時 　10月19日㈯ ①11時〜12時半 ②13時半〜15時
 場　所 　末広中央公園（宝塚音楽回廊※の会場内）
 対　象 　小学4年生〜中学3年生
 講　師 　ワンハーツ ･ スティールオーケストラ（山村誠一さんほか）
 申し込み 　10月3日㈭〜14日㈷に市ホームページから申し込み
※本誌5面参照

 想像（創造）力を膨らませよう！

「ダンボールでつくるあやつり人形～見立てあそび、何ができるかな～」
　「わっしょいフレミラ秋まつり」で工作ワークショップをします。いろいろな形のダンボール
を組み合わせて、何に見えるかイメージを膨らませながら、操り人形を作ります。
 日　時 　10月26日㈯10時～15時（所要時間約30分）
 場　所 　フレミラ宝塚（わっしょいフレミラ秋まつり※の会場内、当日直接会場へ）
 対　象 　3才以上（小学3年生以下は保護者同伴）
 参加費 　100円
 講　師 　親子であそぼう！ ufufu
※本誌32面参照

文化政策課（☎77・2009 亜77・2171）

市職員が出演してご説明します。
10月1日（火）10時半〜11時

（再）10月4日（金）19時半〜20時

先着
60人

ダンボールで作ろう♪

10月は関連イベントが盛りだくさん！

スティールパンを叩いてみよう
申し込みは
はこちら

（10月3日㈭から）

先着
各20人

介助犬エルモ　ありがとう。安らかに。
　宝塚市大使 木村佳友さんの車椅子生活を支えた2代目介助犬エルモが9月9日に永眠しました。エルモは、平成14

（2002）年の身体障害者補助犬法成立に貢献した初代介助犬シンシアの後を継ぎ、平成17（2005）年12月に介助犬に
なりました。平成19（2007）年の同法改正や補助犬の普及活動に尽力し、
平成26（2014）年の引退後は3代目介助犬デイジーとともに木村家で余生
を過ごし、家族に見守られる中、16年8か月の生涯を閉じました。
　エルモは介助犬としての役割を果たし、またとても愛らしく誰とでも仲良く
なれる性格で、たくさんの人と犬を魅了しました。木村さんは「エルモの人
懐っこい性格のおかげでここまで皆さんに応援いただけたのだと思います。
シンシアと一緒に天国で楽しく過ごしてくれますように。これからはデイジー
と頑張っていきますので、これからも皆さんご協力をよろしくお願いします。」
と語られました。

広報課（☎77・2002 亜74・6903） 9月10日お別れ会の様子




